
 

学校名 狭山市立 入間野小学校 

  本校児童会生徒会は、｢さやまっ子の誓い｣を 

 

承認します ・ 承認しません。 

 

本校のいじめ防止に関する実践 

１．異学年交流（なかよしタイム） 

 

 

 

 
 

 

２ インターネット利用のスローガン・約束作り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代表委員会で話し合って

決まったスローガン・約束 

 6年生のリーダーが中心となって遊びを決

め、縦割りグループで遊び交流しました。な

かよしタイムの１回目には「自己紹介カード」

を異学年の子に渡し、交流を広げました。自

分の学年以外の子とも関わり、お互いを思い

やりながら活動する様子が見られました。 

 ５月に、代表委員会を中心にインターネット利用のスローガンと約束作りをしました。考えると

きには、全校のみんなのアンケートや意見を取り入れて作成しました。夏休みに、スローガン・約

束を意識した取り組みを行ったり、懇談会資料に掲載し保護者への啓発を行ったり、インターネ

ットを利用するときにみんなが気持ちのよい使い方を継続して意識できるようにしています。 

夏休み中の 

取り組み 

なぜ必要なのかを共有して 

作成しました。 



３．いるまのスクールフェスタ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．ハートフルデイ・人権コーナー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．あいさつ運動・あいさつイベント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月に、縦割りのなかよしグループのみんなで協力して一つのお

店を作り、お店番とお客さんを交替しながら楽しむ行事を行いまし

た。「みんなが笑顔になるような入間野小学校にしたい」という思いが

込められたスローガン（「もり上がれ 笑顔咲きほこる スクールフェス

タ」）をもとに、上級生は下級生のことを考え、下級生は学年関係なく

仲が深められるよう一緒に活動しました。保護者の方、地域の方、未

就学の子も参加しお互いのことを考えながら活動しました。 

グループの中でいいところを見

つけ、ナイスプレーカードを送り 

合いました。 

 

朝会の時にみんなが通る渡り廊下に代表委員が立ち、あいさつ運動を行いました。あいさ

つをすることでつながりを広げ、みんなが気持ちよく過ごすことができる入間野小学校を目

指した取り組みです。今年度は、１月から２月にかけて運営委員会が中心となって「あいさつイ

ベント」を行い、楽しみながら、また温かい雰囲気の中でさらにあいさつが広がるよう活動し

ました。相手を大切にし、いじめが起こりにくい環境作りを進めていきます。 

毎月１日を「ハートフルデ

ー」として、各教室の廊下に

ポスターを掲げ人権について

考える日として、放送や「みん

なのキラリ」に取り組み“まな

びあい”“はげましあい”“みと

めあい”“ささえあい”“たすけ

あい”の５つの「あい」を意識

して過ごします。 

 

人権標語や人権に関

する絵本を展示し、人

権について考えまし

た。 

 

あいさつを学校内でして 

あいさつが返ってきたらシー

ルを１枚、学校外で自分から

あいさつができたらシールをも

う１枚貼ります。みんなでシー

ルを貼って幸福をもたらそうと

いう取り組みです。 


